
秋の奥音水植物採集記
( 県下主要植物採集地案内作成ノート)

採集記録
1963年11}:l16 IJ. 9時15分寒民渓の谷を少しみて音水
口バス停留所につく一行は、室井、| 刈村、近藤、続
本、杉山、若山氏等との 7 人。

おん" f ( .
「音水深林県立自然公園」のゐ仰があるしl づ11京ダムへ

のJ丘と分れ、引! 反川の方におりてゆく Q 不ササ、 トラノ
ヲシダ、コオニアユクサ。僑の手fJリ左岸の大きな治μビ
ロウドシタが一杯っし、てし、るυ

怖を波る時、 卜を見るとイノナカザh 、でL 、るの治、比え
るo I釣竿をもってくれはよ泊、った」と誰かが言ったら
1青酸カリをはり ιむ)jか早LJ と議泊、が物騒なよとを
亘った。その人の名は不明。
凶代善太郎氏の論文μよると、音水をふくむニの奥谷

凶布林+ ，には、ヤフアパキ泊、比られなし、との二とだが、
4 の橋の阿岸にあった
十奇を渡ると色っし、たアカシテの大木がある。基地μ嫡
えてあるシキ i も大きし、。ウリカエテ、 ; ッデカエデ、
アオイスミレがみられるわ
誌は':1 11京川じ入る音水ぶ谷の谷川と平行してし、る= 対

々としたスギの植林ιっし、て、釜)1先生「生長J)の盛ん
ls:.スギの木は先端が尖ってよ止え、生長のJとったスギの*
は先胤が円く見える」 ιのj説明をIlll¥ ，、て杉山老人「人l1¥j
もトすくなると生長がとまるο 大L、じ毒舌を吐L、て長生し
よう」と、大長切りオニクノレ人コナラ、モウソウチ
クの林 オタカラコウのものすこく大きL、の泊、みえる。
まもなく 8戸ばカ泊りの ff水の部治に入る C 石垣Hこ、オ
ノマンネングサ、クサノオウ、カラム、ン、マタケ、釣竿
の先ι使うのιlbiもよ L 、と言われるホテイチクがあるソ
ケヤキの大木、ウラ、/ ロカンの十をとおり、 9時45;士、

と好菜や桑の畠か少しある。ーのあたり、イラクサが多
レ} イワガラミ、斗寸ツゾラフジ、コウモリ }J ;ζヲ. メ
ナモミ、ヤマヤフソテジ、イヌシダ、ネムノキ
橋を渡り右岸を進むつ大きな岩にコタニワタリか着い
て¥ ，. る。スギ林の中に、チ| 、りノキ、フササクラ、シオ

I-Li 
窄T 谷 成 彦

の紅葉は特tこ美しし、c*の卜には、オオノ: ノハチジヨウ
シダ、イワカu不ソウ、ツヤナンイノデ、シュウモンシシ
ダ、ギンハイソウ、サイハイラン、オオノ、ミゾソノ、、シ
ャカがある。エイザンスミレか非常仏大きし、。また、岩奇
心ダイモンシソウ泊、っし、ており、少し進むと、 4二のあた
りよりコケと思えぬ程大きし、コウヤノマン不ングサ泊、沢
山wてくるυ 右、川の中は大きな岩カ h コロコロしてL、る
が水は少なレミ対岸の岩じイヲタノ、コ泊、っし、てし、るのが
見える。
備を渡り左岸を進む) イタ γカエデ、カツラの大木、
イヌシデ、フユイチコ、ハイイヌガヤか出てくる。
や1).て月)jるし、広場じ出ゐ。乙の谷の水を引) ポダムへ送
るI以り入れ口がある。テンニンソウ、 、アメフウ戸、ニ
シノイヌヤマハッカーイノコスチ、キカラスウリ、カラ
ムシ。
10時10分民、取り入れυの横をとおり、大きな岩ιつ

けられた掛け橋を渡りスギ、ヒノキの林の中を進む。川
は水量カ h多くなり、大小の岩の聞を流れる水は、さまさ
まにわれ、また小さな砲となったりしてしる。ヤマアサ
クヌザンショウ、ムラサキシキフ、 : ヤマシキミ、ヤマ
アンサイやツヤナシイノデ、オシタの大きな妹、 リヨウ
メンシダ、ヌリツラビ、エビ不、ヤマアイ‘ ミヤ 7 イラ
クサ、ムカコイラクサ、サノレナシ、 、ヤマトウノ、ナc
ヤマノイモのはり跡が 2、 3 カ所ある。
ιのあたりより少しの間十マクツの林が統く。ぷ自1;分

業は落ちてL、jbkJ フシ〆ロセンノウ、ナキリスゲ、ヤマ
ノしリソウ、マタタビ。
九u羊を」↓ると、紅葉のJ氏盛期もすんたので業の務らた

木も多L 、が、コナラの大木が l 本特にあざやかに色っし、
てし、るのカ、見える。色々な紅葉の中で特に真功、な紅業は
わウチノ、カエデ、それらの中で、かたまってさらに功、く
比えるのはイロハカエデで、それをー附ひきた亡てし、ー
のはスギ、モミの! . f ¥ 々とした緑色である〆
ヤマクワ』二かわって、メタラ、アワフキ、 i スキ、エ
ゴノキ‘ ， ; の大
木、フナ、 ミスナラ、メクスリノキ、カナクギノキ等の
林となる。I ' f こはノ、イイヌガヤ、 チャボガヤカ a多くな
と)七左| 二で大きな7 lq 子治 i よる. I双竜の沌」と福崎山の

ジ、タマノ: スキ、キハダiJ.l'J:業 L -0. るc 守マブドウ 11?泊: つけた木札があ也 ニのあたりヒロハヤアソテァヵ、
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多レ"
双竜の滝への道はなし、が、このあたりより下ると、谷

川が巨岩のため双流となった滝につく。この滝には、滝
の哀側に10人位の人が入れる広場があって、裏見の滝と
もなっているそうである。
治; 葉樹林の中を進むと、 ミヤマフユイチゴが多くな
る。オオパクロモジ、イイギリ、 ウリノキやヒナスミ
レ、ザゼンソウが出てくる c

10時50分、少し広くなった河原に出る O 左岸のカツラ
の大木には、ビロウドシダ、オシャグジデン夕、サワタ
ツ等がっし、てレる。
流れを飛び越え右岸に渡ると、タニグワの大木が斜め
に生えており、ーれにアオネカズラ、十文字シ夕、コタ
ニリタリ、ノ、ノミビロスゲが着し、ている。 トチノキ、メグ
スリノキ、ヨグ、ソ f ネパリ、ナカパヤマグノレマ、 ミカエ
リソウ、ス i レサイシン等を見ながらゆくと左側に大き
な岩が道にのしかかるように立ってし、る。
ιれに、イワウチワ、ツノレデンダ、カタヒパ、コケシ
ノフ等が一杯つL、てし、るコ
右、谷川は、巨岩にせきとめられて、第 2の滝となっ
てし、る。右岸をまく j首はかなり急坂である η ヤマシパカ
エデ、アキギリ、ボタンネコノメソウ、ウワパミソウ、
リヨウメンシダ。
登りきると道は河原に向って少し Fりとなる。ヤマグ
ルマ、タイ; ノンコナラ、クマノミズキ、ウリノキ、コパ
ノt ツパツツジがあり、またヤマヤプソテツ、イワウチ
'J が見事な大群落をなしてし、る。
11時10分、丸木橋を渡り河原に出る。少し早レが昼食
をとる Q

紅葉見物の家族づれや団体は、さらに奥へと進んでゆ
くじこの奥の方では、道は川と分れ原始林の了Fササ原の中
を登ってゆき、平坦になった所で、また川に治う。川は
滑滝が 5 、6段つづき、さらに奥の方へと続いている。
ミの谷、このあたりまではヤネフキササばかりでネマ

カリダケはなかった。
昼食後、藤本先生が常林暑の人から閉し、た「紅業が今

年は 1 カ月ばかり早かったので葉が落ちた木が多かっ
た」とL、う活から、室井先生より「カエデとモミジの区
別や如何」とレう I活がlUた。 l、ずれも一言府土ばかりな

こみ赤く紅葉するのがモ f ジである! と L 、う窯井説にお
しぎられた。諸先生}jは如何、
この河原の上流. 対岸は崖となってしる。昼食後に行
2雪、次のものをみたη

イワタパコ、イヲウチワ、タイモンジソウ、スミレ寸c ) -
イシン、コチャノレメノレソウ、ヤマアジサイ、ユリワサビ、

コショウノキ、キハダ、ヤマヤプソテツ、ヤマイタチヅ
ダ、シラクチスノレ、の太L、のがたれ下り、一層深山の気
分をもりたてL 、る。
12時10分、盗ってきた道をひきかえ L 、13時10分事務

所jIIjiιっく。
葉の落ちた木もあるが、残っている木々は、急斜面の
山肌を 1本々々違った色に紅葉して埋めている O 所々に
スギの黒L、緑がまざり附近の紅葉をさらにひきたててレ
ゐ。そニt二日が当るとその斜面はまぶしし、粍の色となっ
て輝〈。
事務所近くまでおりてきて右岸を進んでいた時、誰か
が「コヤスノキがある。それ、あの葉の形なら絶対そう
だ」と言L、はる。こ二にそんなものがある警がなL、。も
しあれば大発見te.o ともかく実物を取ってみようと L 、う
ので、大きな岩のコロコロした川原に下り対岸に行った
ら、なんだ、ヒメアオキだった l

13時30分背水口につく。 4 の谷は、背水木谷ともし、L 、
大正の初期に一度伐採 L たらL¥， 、が、最近、奥の方の伐
採計画が出来、林道をつけ開発が進むとのミとであるじ
藤本、岩本先生の運転する車に分乗し、赤丙の谷、伊

和神社社叢をみてかえる}
奥谷国有林概説

しそょが
奥谷国有林tこ宍粟郡波質問Iにある。波賀町は、掛磨国

宍粟郡の最北部に位置 L ，東及び南は同部一宮町、 1111崎
IIIJに接し、西は千種町に速なり、北は戸倉トン不ルによ
り鳥取県に通じ、また養父郡大屋町にも接してL、る。旧
西谷村、奥谷村よりなるι

奥谷固有林は、揖保川の水源地の111奥谷村にあって、
海抜千メート哨外の山々に閥まれた渓主主型事七J Y
2千町歩の広大な面積をしめ、その中に、赤西、昔水の
谷をはじめ多くの谷を含んでレる O

また、近くに揖保川のヒ流の引原川を巨大な引原ダム
でせきとめた人工湖一昔水湖があり、戸倉、道谷、氷の
山のスキー場もあり、これらとあわせて、県立自然公園
に指定されてし、る。
国有林の林況については、山崎営林署の管内概要( 昭

和38年 8月) に次のようにU¥ている。
森林楠物溝上、水平的には暖帯北部、垂直的には暖，階

上部から温帯下部に属L
トルの聞に位置し、いわゆるプナ帯に属L てし、る。

を主体に、スギ、ブナ、タリ、 ミズナラ等瑞葉広葉樹を
''Jり者積 300m:!

程度ι

て僅かにブナ、 ミズナラ、 ミズメ等の! ム薬膳iを混交する
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る2

ミス
ナラ、 ， ; / 、メ、イヌヤカエデ等を混必ずる林で、林齢80

、、ノJυ
1.200メートノレ以上になゐと、 プブ、 ミスメ、 ミスナ
ラ等は次第に疎開して、ネマカリダケの侵入が多くな
り、遂にはrfFU也となっている。

てL、るので、固有日本共通の北系要素、 11本南部の普遍
的要素、暖j也性北進植物の外、近後を中心とする地域の
要素や I1本海要素、日本北部縞物小区系と分布上の述絡
を有する特殊純物1)ある等、分布の状態は非常に多様な
所であるとのべられてL 、るが、その l:、i県内で肢も! ムい
原始林と L て保護されてきたので、県下主要植物採集j也
として是非一度は行くべき所であろう c

引原川より阿へ入る谷のうち、南からみて、予算霞j夫、
赤丙、 'Ic'背水、奥背水等カ} よく知られているが、東へ入
るマンカ谷はあまり知られてし、なし、。
寒霞l実国有林には原部落より入るが、約 2 キロメート
ノレ入った所に不! 助の沌とよばれる滝カある c ヒ滝、大滝
夫両II滝と 3 段あり、そのうち大池は約40メートルの高さ
があるわまた尾根筋まで林道が通じており、そ己からの
展望はよしっこの谷をつめると約 8 キロメートル‘ 1時
/:，1、/':で千穐IRJ 河内に: 1 : られる n

赤 IJE iの併は10数キロにも及ぶ訪日 L、谷で、赤l河口泊るら約
8 キロメートノL近く入ると jヰ林蒋の事務所、宿舎等があ
り、さらに奥へ約 3 キロメートルも入れる。併の北斜而
は伐採されたが、南斜面は原始林が残されてL るの中音
水の谷へは約 21時間でぬけられるれ
汗水口より入った背水部落の奥、百ff署より軌j泣に(0

って Fの方へゆけば赤丙口に、 ヒの方へ行けは中音水の
千平に、 )11に治った必を進めば奥育水の谷に入る 中背水
の谷は伐採され植林中である 奥背水をつめると戸倉l峠
へ行けるが主主山家I"Jのコースであろう、
マン力持へは日! 京より入るが、 邦、(名の)(きな J屯方 ιあ
る
交通・宿泊設備
奥科へは111崎111]"/)，ら" スが11¥て L 、る c 制;1.路泊、ら IL!山なま

(事J
30汐130円)

ιのり、コ長以渓へl土)京、赤P[ jへは赤IJLi口、， 1"背水、奥千7
7Kへは音水口でそれぞれ下中 c (111崎カら約 l時川半、
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160円)
烏I良からもノ: スで約 111:j間午、 100円で弘| 原タムまで

米られら}
実霞渓l士約 2 キ" メートノレ、赤西の谷は約 9 キロメー
l ノ1-(1、ρ，i) * 川Iドが人h ゐ i レずれも) 京日Ili件J り怖をぬ
り、)，IC r 以支へは支流に治し、赤西へは引原川にJ品、右岸
を行けばよし、I

亦西、音水には山崎営林署の宿泊所がある l 汗水沙11111
引I¥f ( には、ユースホステル長isIT寺及び 2車「の旅館があ
(J" 

Jず- つと奥の l'倉，;1仙;1
11 山11友あ〉るの道俗、鹿fKの部落にもスキ- 1 i ' l カ a多L、
文 献

m代蒋太郎氏の桁導で什なった奥谷採集会のiU念写ーで、
次のとおり奥谷関係の記事が多レハ 1932年発行
け'111発J'H; ・奥経国有林に就て
筆者は当時の1111崎常林腎長で、宍柴杉の特徴等につ

L  、て二己してL、る亡
佐藤茂樹

: 奥谷を諮る
奥谷派集会の記録及び参加者名や熊杉等、杉のl活力、

( 記載されてL 、るぺ
'tl京辰男 奥谷係集会じ参加して
会務中IE報 p，1l3  
採集会の l記録

奥谷同有林収集植物目録
97H44SNiの植物がl記載されて l 'るこ

旧代善太郎 奥千件;1/正| 有林航物概説
南系植物要素として将通にみられるヤフツノ、キ、ア
ラカン、、/ イ、アベマキ、ナラカシワ、 ノクノ1- ' 、カ
コノキ、ナナメノキ、タマ、スキ、クロパイ、シャン
ャン十日、 リー〆ポ夕、カナメモ子、コンスイ、ヤマガキ、
ヤマパゼ、ヒイラギ、不スミモ千、イソノキ、干コノ
チチ、ナンテン、ビロウドイチコ、イタビカズラ、カ
ワラハンノキ、アサカラ、サカキ、| 告花ウンゼンアツ
シ、モチツツジ、キシツツジ、カク: ノスノキ、二/ 、/
ラン、i! E i 同ベニ、/ 夕、イワヒメワラビ、ヌリトラノヲ、

IJ注当地ではられねことーまた注
I1すべき要素として、ヤマサ、クヲ、エドヒノJ ン、オオ
イヌヤメイゲツ、ヒナウチハカエデ、オオモミ、/ 、カ
ラスザンショウ、ユクノキ、ヒトヅノノ、ギ、ダイセン
十ナ寺、ヤマフ、/ 、 : カエリソウ、コハタウンボ夕、
ハノL トラノヲ、タイ i ンプJ サ、フゾン/ 夕、ヒメ' ) - ; ; ラ
ン、コ" ノイ j カY ずをあ(fてL、る 外市J也方lこ分イri
する要素ヒメシャラ、 トウグンツツン、ケサンカクス

〔以下 p ， 209へ〕



ノl物界の' I i 怖をありのままλ伝えられλ。ぺ11 t;制人にも
v二iUf':i'Gしt.:..方1/¥，、L とカ¥ そ

れ泊 1ら文献しtM処にあら待たとか、; 住人: ，[ 1 : 皮を始めと
って帰H川できなカ l

カ、土で、
1961 ) には、また;1JiIiUすべき大学、 MI究機関および学

[p.241より 1

ノレ、 クサヤアデ、オオモ: ジカサ、オノ「コケ、: / / フカ I

、こと。北系柿物要素フナノキ、イヌフナ、
ミスナラ、アサダ、サ' 7 シノ¥ アノハシノ、 υ アサノ
ハカエテ、ヒメモチ、~ コヤナギ、オノェヤナギ、ク
ロソヨコ、サヲサトウグン、ヌニウツギ、コアジサイ、
ヤマソテソ、 i ヤマベニシダをあげ、シラネワラビカ i

みられなc.こと R本げIjjWI植物として、クマスキ、不
マ力リ夕、ケ、 i、ヲサキマユ人ヒメモ千、ツンノマナナ
カマ卜、オクノカンスゲカ} みられるが、オオコメソツ
ジ、 : ヤマクマヤナギ、ヒウヵ: ス、キ、キンキマメザ
クラ、 クロバナヒキオコシ、モ i シチヤノレメノL ソウ、
イタチ十サゲ方、見られなL、よとが:r1TL 、てある p

1，;')1 :  t孫磨植物日録( 補」立そのー)
県博物学会誌11号 0936年)

:ヤ ---:t-，/ ケシ夕、コ f ネカエデ、ネコノ乎チ、フウ
リンウメモドキ、オオタチソボスミレ、カメノ、ソウ、
エダウチ不 y、: ガヤ、ノ、、/ カエリ、ホクエソササ、 i  

担ケササを奥谷産と L て追加
古川武捷 r専会社 13号 (1938年)

i地1::1fr導じよるキノコの採集会記録り
1) :粟郡司r.jjr(物報告

さきに免行された陥磨植物μ録のiG加と L て、イ '7

イダ千シ夕、クラガリシダ、ヤマエンコ十F ク、シロネ
コノメソウ、チユウコクキノ、夕、ウコザサ、オオ，、ウ
ラジロンノ、ヒロシマンノ、オ女キザサカ b奥谷にJIfす
ることの報告
111鳥台子iJ!I: :  7)1'阿国有林舶物採集記

県1'1，1:物学科!でt 8 ・9 合併ワー( 194311')

できるβtとし、うヴiまでも tJ!.切μ教えられた Hii同のj金、
U 1、ぃ寄り必- 1 "1皮を訪1::1し、

IJの事も知らなし向、常な人間で

してしまった 今日今やと 4 で先生に会えることかc 博
士のた績は知る人ぞ知ると L、う通りですが、彼の !!tl
績を広く公表 L
労賞でも授けたし、ものであるに

、る、
他部恵澗

行E物j迦味25号( 1938年)
稲田叉外・建部恵11¥'1 宍栄m;音水、亦丙l'I，i同有林のネ

断Jtri、兵隊11".物 U
稲川叉リJ 兵庫県手柄おはえ書(2)

建部恵洲 兵庫県i ' [ t脅斉;煩雑記( 1 )
兵庫ノl'物 U

1-8代善太郎 只庫県内相物採集 11誌

て
(1主れIHJ不 1f(1)の滝μシコクスス: レをたずね

兵庫生物 111 p.385 
連部忠澗・ IJ'Ii!lj功一 兵庫県' ) : 架部! 拠待村春のfl![物相

只庫生物 111 p. I  8  

室11・料1 ・阿付はた l; i，) i事県柏物分布概飢
I'(庫正t:47，:) IV p. 1  9  

単付本
兵庫県博物学会 持者特刷物 11 (1935作)
稲川叉男 (19581'1) 

著者は音水、赤間| 吋同有林で76鮪のシダ桁物を" 己録
L たと JO表されてL 、るつ

f I :ミ庫県生物学会 兵庫の LI然
のじぎく女庫 1960年

7在荷は内海功一・中IIIH'iのi司氏でコケiょっして l' 口
" 己載しである(

I  J也限1 月万分の l 大屋市以

一 209 ー

suzuki



